
多
様
な
実
態
に
即
し
た
環
境
整
備

障
害
者
・
子
連
れ
利
用
者
に
配
慮

高
齢
者
福
祉
施
設
の
避
難
確
保

国
交
省

検
討
会
７
月
豪
雨
被
害
で
再
発
防
止
策

国
土
交
通
省
は
十
月
九
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
会
議
室
で
第
一
回
「
共
生
社
会
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
環
境

整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
検
討
会
」
（
委
員
長
・
髙
橋
儀
平
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催
し
た
。
外
出
な
ど
の

際
に
重
要
な
公
共
ト
イ
レ
の
利
用
集
中
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
障
害
者
や
子
連
れ
利
用
者
な
ど
に
配
慮
し
、
多

様
な
実
態
に
即
し
た
施
設
整
備
の
あ
り
方
や
適
正
な
利
用
に
関
す
る
取
り
組
み
方
針
を
議
論
し
て
い
く
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
う
え
で
来
年
一
月
中
旬
を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
。

同
省
は
平
成
二
十
三
年
度

に
「
多
様
な
利
用
者
に
配
慮

し
た
ト
イ
レ
の
整
備
方
策
に

関
す
る
調
査
研
究
」
を
実
施

し
、
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
正
に
よ
る
ト
イ
レ
の
機
能

分
散
や
利
用
マ
ナ
ー
の
啓
発

な
ど
多
機
能
ト
イ
レ
の
利
用

集
中
を
解
消
す
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
き
た
。
今
年
五

月
に
は
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
が
成
立
し
、
国
・
地
方
公

共
団
体
・
国
民
・
施
設
設
置

管
理
者
の
責
務
と
し
て
障
害

者
用
ト
イ
レ
な
ど
の
適
正
な

利
用
の
推
進
が
追
加
さ
れ
、

来
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

予
定
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
同
検
討
会
で
は
平
成
二

十
三
年
度
調
査
以
降
の
公
共

ト
イ
レ
の
整
備
・
利
用
状
況

に
関
す
る
実
態
を
把
握
し
、

新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出
し

て
い
く
。
委
員
と
し
て
長
谷

寛
一
般
社
団
法
人
日
本
レ
ス

ト
ル
ー
ム
工
業
会
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
会
部
会

長
、
川
内
美
彦
一
般
社
団
法

人
日
本
ト
イ
レ
協
会
運
営
委

員
・
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
研
究
会
代
表
、
加
藤
篤
特

定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
ト

イ
レ
研
究
所
所
長
ら
が
参
加

し
て
い
る
。

当
日
の
初
会
合
で
は
真
鍋

英
樹
同
省
総
合
政
策
局
安
心

生
活
政
策
課
長
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
当
検
討
会
で

の
取
り
組
み
課
題
は
社
会
で

も
非
常
に
関
心
の
高
い
分
野

と
な
っ
て
い
る
。
皆
さ
ま
の

議
論
を
今
後
の
施
策
に
適
切

に
反
映
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
活
発
な
意
見
交
換
を

促
し
た
。

続
い
て
同
省
が
こ
れ
ま
で

の
調
査
研
究
、
公
共
ト
イ
レ

整
備
・
利
用
状
況
の
調
査
結

果
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
実
施
方
針
な
ど
を
説
明

し
、
報
告
書
の
骨
子
案
を
提

示
。
骨
子
案
は
①
調
査
研
究

の
概
要
（
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
検
討
の
方
向
性
）
②
こ
れ

ま
で
の
調
査
研
究
の
概
要

（
近
年
の
国
交
省
に
お
け
る

ト
イ
レ
関
係
の
調
査
研
究
）

③
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
に

関
す
る
法
令
・
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
車
椅
子
使
用
者
便
房
に

関
す
る
基
準
な
ど
の
整
理
）

④
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
持
つ

人
の
ト
イ
レ
利
用
時
の
困
り

ご
と
⑤
車
椅
子
使
用
者
用
便

房
の
整
備
状
況
・
利
用
実
態

の
把
握
⑥
利
用
者
特
性
に
配

慮
し
た
ト
イ
レ
の
事
例
⑦
今

後
の
車
椅
子
使
用
者
用
便
房

の
ト
イ
レ
整
備
の
あ
り
方
と

適
正
利
用
の
推
進
⑧
調
査
研

究
結
果
の
活
用
―
―
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
多
機
能
ト
イ

レ
の
機
能
分
散
に
関
す
る
考

え
方
の
整
理
、
多
様
な
利
用

者
特
性
へ
の
対
応
（
重
度
障

害
者
の
視
点

・
介
助
者
の

視
点
・
乳
幼

児
連
れ
の
視

点
・
多
様
な

利
用
者
の
視

点
）、多
機
能

ト
イ
レ
や
多

様
な
利
用
者

が
必
要
と
す

る
整
備
・
機

能
の
有
無
・

位
置
に
関
す

る
情
報
提

供
、
適
正
利

用
推
進
な
ど

に
取
り
組
ん

で
い
く
。

国
土
交
通
省
は
十
月
七

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

会
議
室
で
第
一
回
「
令
和
二

年
七
月
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え

た
高
齢
者
福
祉
施
設
の
避
難

確
保
に
関
す
る
検
討
会
」（
座

長
・
鍵
屋
一
跡
見
学
園
女
子

大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学

部
教
授
）
を
開
き
、
避
難
の

実
効
性
を
高
め
る
対
応
策
の

議
論
を
開
始
し
た
。
高
齢
者

施
設
に
お
け
る
豪
雨
被
害
の

再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

七
月
三
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
て
熊
本
県
を
中
心
に

九
州
や
中
部
地
方
で
集
中
豪

雨
が
発
生
し
た
。
と
く
に
熊

本
南
部
の
球
磨
川
流
域
に
位

置
す
る
球
磨
村
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
は
十
四
名
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。

当
日
の
初
会
合
で
は
高
村

裕
平
同
省
河
川
環
境
課
長
が

「
有
効
性
の
高
い
施
策
を
講

じ
て
い
く
た
め
に
皆
さ
ま
の

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
り

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た

鍵
屋
座
長
が
「
誰
一
人
と
し

て
取
り
残
さ
な
い
社
会
へ
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
呼
び
か
け
た
。

こ
の
あ
と
豪
雨
災
害
の
概

要
、
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
を

踏
ま
え
た
最
近
の
取
り
組

み
、
千
寿
園
に
お
け
る
避
難

の
取
り
組
み
と
災
害
当
日
の

行
動
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の

避
難
確
保
の
課
題
な
ど
を
確

認
。
主
要
な
論
点
と
し
て
す

べ
て
の
自
然
災
害
を
想
定
し

た
適
切
な
避
難
先
の
選
定
、

迅
速
な
避
難
に
向
け
た
施
設

体
制
の
確
保
と
設
備
の
充

実
、
施
設
に
お
け
る
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
、
他
施
設
と

の
連
携
、
関
係
団
体
の
支

援
、
避
難
確
保
計
画
・
訓
練

内
容
の
適
正
化
・
充
実
、
行

政
の
関
与
の
あ
り
方
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
方
針
だ
。

国交省検討会が初会合で活発に意見交換

真鍋課長

実効性を高める対応策議論

鍵屋座長

高村課長
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